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平素は岡崎信用金庫をご利用、お引き立ていただき、厚く御礼申し上げます。
今年度も、当金庫に対するご理解を一層深めていただくために、ディスクロージャー誌「おかしんの現況2024」を

発行いたしましたので、ご高覧いただきますようお願い申し上げます。
当期の地域経済は、半導体の供給制約の緩和を背景に自動車関連で高水準の生産が続いたほか、新型コロナ感
染症の５類移行に伴うマインドの改善やインバウンド需要の増加を受けて、個人消費が底堅く推移するなど、景気は
緩やかに回復しました。
金融面についてみると、大企業を中心とした企業業績の改善を背景に、日経平均株価が史上最高値を更新する

など、株式相場が堅調に推移するなかで、日本銀行は、賃金と物価の好循環が見通せる状態になったとして、マイナス
金利政策を解除し、１７年ぶりに利上げを行いました。
以上のような金融経済環境にあって、当金庫は、お客さまのご協力により、アフターコロナにおける現況について

定期的にアンケートを実施し、資金繰りの状況、事業承継や、カーボンニュートラルへの取り組みなど、お客さまが
抱える経営上の課題を的確に把握をさせていただき、その解決のサポートを迅速かつ強力に推進してまいりました。
特に、ビジネスマッチング、事業承継・М＆Ａ、高齢化社会に対するライフサポートなど、高度な知識やスキルを必要と
する分野に対しては、専門部署を中心とする業務体制を整備し、職員のスキルアップをはかりつつ、きめ細やかな
サービスの提供に努めてまいりました。
これらの取り組みにより、預金積金は前期末比594億円の増加、貸出金は同８７億円の増加となるなど、激しい
競争のなかでも堅調な業績を収めることができました。また、損益状況につきましては、海外金利の高止まりなどで大変
厳しい収益環境となりましたが、経常利益28億５８百万円、当期純利益３０億９０百万円を確保することができました。
我が国を取り巻く国際情勢は、中東地域の緊迫化など地政学リスクが高まっており、先行きが見通し難い状況が

続いております。一方、国内経済・金融情勢の先行きは、マイナス金利政策が解除されたものの、物価安定目標を
持続的に実現していくため、当面は緩和的な金融環境が続くことを想定しています。こうした低金利の長期化に
加えて、少子高齢化をはじめとする社会・経済のマクロ的な構造変化のもとで、金融機関のビジネスモデルの変革の
流れは今後も継続していく見通しです。また、キャッシュレス化の浸透により、資金決済に係る事業領域では業態を
超えて競争が激化していくことを予想しています。
当金庫は2024年8月に100周年迎えさせていただくにあたり、さらに先の100年にむけて、長期的に経営の
健全性を維持していくために、当面、お客さまの課題解決のサポートをコア業務に位置付けて、サービスの質的向上
をより一層図っていく必要があると考えています。
また、対面・非対面チャネルを適切に組み合わせて利便性の高いサービスを効率的に提供できるようにすることや、
市場運用の高度化に取り組んでまいります。
一方、競争力の源泉は「人財」であることを再認識し、継続的な人材育成により職員の専門性を高め、お客さまの

多様なニーズに対応させて頂くことができる業務体制を構築してまいります。
引き続き、お客さまから一層の信頼をいただけますよう、役職員一丸となって業務運営に邁進する所存であります
ので、今後とも格別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2024年7月

基本方針・経営計画

シンボルマーク
岡崎の「岡」の文字の草書体をイメージ化し、
人をデザインの要素に取り入れ、親しみのある
「ヒューマン・バンク」と、地域とともに歩む
「コミュニケーション・バンク」を表現しています。

バンクカラー
「オカシンレッド」人間性と情熱に溢れ、地域とともに歩む
金融機関を表現しています。
「オカシンブルー」信頼があり、知的で質の高い金融機関を
表現しています。

お客さま本位の業務運営
中小企業の経営改善への取組み
「経営者保証に関するガイドライン」への取組み
海外ビジネス支援
相続、事業承継
医療・介護
利便性向上への取組み
DXへの取組み
１年のあゆみ
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（注）本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てて
表示していますので、合計が一致しない場合があります。
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